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1. 取り組みの経緯
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１．取り組みの経緯

• ⾷品安全⽂化を評価することへの対外的な要求
• ⾃社の⾷品安全⽂化を醸成していくにあたり、改善サイクルを回すため

のチェックツールが必要と認識

• まずは海外の評価ツールを⽤いて、⾃社⼯場でトライアルを実施
⇒ 結果は・・・

Ø 質問内容が分かりづらく、そのまま適⽤できる状況ではなかった
Ø また、⾃社の取り組みも評価できるツールへの要望があった

• 他に候補となる、確⽴されたツールの情報を得られなかったため、
⾃社で評価ツールの検討を開始
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２．検討内容 〜⾃社にとって重要な要素の特定

＜⽣産現場の⾏動指針＞

• ⾃社⼯場のありたい姿であり、
⾷品安全⽂化の醸成に⼤きく貢献
している

• 「⾏動指針」がしっかりと定着し
ていることを確認する評価ツール
を設計
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＜⼼理的安全性＞

２．検討内容 〜⾃社にとって重要な要素の特定

• ダイバーシティ推進のための⼟台として「⼼理的安全性」の確保を推進
• 「⼼理的安全性」も⾷品安全⽂化の醸成に⼤きく寄与
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＜カゴメ品質マネジメントシステム＞

２．検討内容 〜⾃社にとって重要な要素の特定

• ISO9001に準拠した独⾃の「品質マネジメントシステム」に基づいて、
設計開発〜調達・⽣産・物流・販売にわたり品質活動を推進

• 「⾷品安全⽂化の醸成」する活動を定着させるために、「品質マネジ
メントシステム」の⼀部として設計
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２．検討内容 〜先⾏研究、外部の知⾒の取り込み

• 東京海洋⼤学 ⼩川美⾹⼦先⽣からのご助⾔
• 先進的な取り組みをされている顧客からのご助⾔
• 参考⽂献

⾷品安全⽂化 GFSIの⾒解書（2018）
Food Safety Culture（Frank Yiannas, 2008）
PAS 320 :2023

図：⾷品安全⽂化 GFSIの⾒解書より引⽤ 図： Food Safety Culture（Frank Yiannas, 2008）
より引⽤
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３．ツール概要 〜評価ツール作成の進め⽅

• 先⾏研究・参考⽂献から評価に必要な質問の設定。GFSI⾒解書の
各領域に仕分け

• 「⾏動指針」「⼼理的安全性」の浸透を評価できるような質問を追加

• より評価者が理解できるように、⽣産部⾨のチェックを⾏い社内⽤語
への変換（標準作業書・管理ポイント等）

• ⼯場でのトライアル→意⾒収集により、表現の微修正

• 評価者の回答しやすさ、集計者の集計しやすさを考慮し、
Microsoft Formsを使⽤したアンケート作成

• 集計後の課題形成のための詳細な解析ができるように、Exceｌで
解析シートを作成
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３．ツール概要 〜評価ツールの内容
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３．ツール概要 〜評価⽅法・解析ツール

• Microsoft Formsを使⽤した
アンケート設計
（53問・所要時間１０分程度）

• Excelで結果解析シートを作成
組織×属性でギャップ診断も可能



⽬次

4. 試⾏運⽤
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４．試⾏運⽤ 〜評価結果・課題形成(実施中)

• ⾃社⼯場/委託⼯場の2⼯場で評価を実施済み
• 強み＝⾼得点項⽬を祝い、弱み＝低得点項⽬やギャップのある項⽬

について課題形成中
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４．試⾏運⽤ 〜評価ツールの建付け

• 品質マネジメントシステムに、⾷品安全⽂化のアセスメント→マネジ
メントレビュー→⾷品安全⽅針改訂等必要なアクションプラン作成の
流れを明記
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５．まとめ・今後の展開

• ⾃社の⾷品安全⽂化を評価するツールを作成・運⽤することで
当たり前にできていると思っていることも含め定量的/定期的に評価する
ことができ、⾷品安全⽂化の醸成に繋げることができると認識

• 全⼯場で評価・課題形成を⾏い、マネジメントレビュー
• →必要なアクションプランの作成を⾏う予定

• 併せて、実施⼯場からのフィードバックや、新たな知⾒・ツール等の
外部環境変化のキャッチアップにより、評価ツールを更新していく

• 「⾷品安全⽂化」をきっかけにして、品質・⾷品安全の社内コミュニ
ケーションの活性化を進めていく
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